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機械工学科 

 

 3年次編入学生の選抜試験では、提出された成績証明書の内容ならびに本学で実施しまし

た試験の結果を総合して判定し、合格者を決定しました。 

 

１．筆記試験 

   機械工学の専門分野から５科目（材料力学，機械力学，熱力学，水力学，金属材料）

を出題し、３科目の選択解答としました。解答時間は９０分です。試験問題は別紙の

通りです。 

 

２．口述試験 

   口述試験では、これまでの専門分野の基礎的事項、志望動機、卒業研究内容、将来

の希望・進路に関して個人面接で質問しました。 



   

平成３１年度 山梨大学工学部 

 

３ 年 次 編 入 学 筆 記 試 験 問 題（表紙） 

 

機械工学科 

 

 

 

受験番号 
 

 

 

① 解答時間は，９：２０～１０：５０の１時間３０分です． 

② 下の５つの専門科目から３科目を選択し，解答してください．４科目以上選

択した場合は，採点されませんので注意してください． 

③ 別紙の「科目選択用紙」に，選択した科目３つに○印をつけてください．た

とえ無回答でも，３つの科目に○印をつけてください． 

④ 選択した科目毎に答案用紙１枚を使用してください．おもて面に書ききれな

い場合にはその旨を記述して裏面を使ってください． 

⑤ 定規・コンパス・電卓等は使用できません． 

⑥ 試験終了後，問題用紙，答案用紙，科目選択用紙を全て封筒に入れ提出して

ください． 

 

 

下の表の５つの専門科目から３科目を選択し，左欄に○印をつけてください． 

（たとえ無回答でも，３つの科目に○印をつけてください） 

 

選択した科目に

〇を付ける 
専門科目 

 材料力学 

 機械力学 

 熱力学 

 水力学 

 金属材料 

 

 



平成３１年度 山梨大学工学部 

 

３ 年 次 編 入 学 筆 記 試 験 問 題 
                                  No 1/1  

 

以下に示すすべての問題に答えなさい． 

 

問 1 

 下図に示すような片持ちはり（縦弾性係数𝐸，断面二次モーメント𝐼として，EI 一定）を

考える．自由端𝐴から𝑙1の距離にある荷重点𝐵には集中荷重𝑃が作用している．また，荷重点

𝐵から固定端までの距離は𝑙2である．このとき，荷重点𝐵のたわみ角およびたわみ量を求め

よ． 

 

 
 

問 2 

 下図に示すような等脚台形断面のはりがある．等脚台形断面は，上底の長さ𝑡，下底の長

さ𝑏，高さℎ，面積𝐴である．𝑧1軸に関する断面一次モーメント𝑆として，図心𝐶0の軸𝑧1からの

距離𝑎を求めよ．ただし，図中の𝑑𝐴は断面内の微小高さ𝑑𝑦1の微小な領域であり，その𝑧1軸

からの高さ𝑦1，中立軸からの高さ𝑦を途中の計算に用いてもよい． 

 

 
 

 

問 3 

 次の用語を説明しなさい． 

1) トラス 

2) ラーメン 

3) 異方性材料 

学  科 機械工学科 試 験 科 目 材料力学 







平成３１年度 山梨大学工学部 

 

３ 年 次 編 入 学 筆 記 試 験 問 題 
                                  No 1/1  

 

学  科 機械工学科 試 験 科 目 水力学 

以下の 3 題から，2 題を選び解答すること． 

 

 

 

問 1 流体の粘性法則について以下の(a)-(e)のキーワードを用いて説明しなさい． 

(a) 応力，(b) 速度勾配，(c) 対称性，(d) 構成方程式，(e) ニュートン流体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 流体におけるベルヌーイの定理及びその成立条件を説明しなさい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 3 流体の流れを表す流線，流脈線，流跡線について，それぞれの違いを区別して説明し

なさい． 




